
 

- 1 - 

 

ISSN 1882-6709 

２０１１．０２ 

第６４号  

関西の林木育種 
 

 

関西林木育種懇話会 

謹賀新年 

                           懇話会会長 白間 純雄 

 皆様方には、平成 23年かのと卯年が良い年でありますようお祈り申し上げます。 

 関西林木育種懇話会(以下「懇話会」という。)が昭和 58 年 5 月の発足以来、長年にわた

りご支援とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 懇話会は、林業経営に「育種的特性を反映し、特質ある経営によって生産性の向上と発

展を図る」ことを目的としております。 

 私たちは生産コストを重視しており、このためには、①植栽材料

の良否を重視する。②生長が旺盛である。③風雪による樹幹の曲が

りがない。④病虫害に対する抵抗性等を考慮することが必要です。 

 特に平成 16年 9月に発生した台風の風圧により、各地の森林で樹

幹・根・枝葉などの各部にいろいろの形で被害が現れました。特に

目立った被害は、樹幹の折損と根返りでした。 

 風圧は、樹冠の垂直中心である幹の上の 1 点に集中して作用しま

す。この点を風心点といい、風心の位置は枝下高から上へ樹冠長の

1/3 あたり(図-1)になります。風心に集中した風圧は、立木の幹にモ

ーメント(瞬間)として力を及ぼし、根返りまたは、幹折れを起こすよ

うに作用します。樹高のわりに幹の細長いもの、枝下高が高く樹冠が

上部に偏在して風心点が高いものは耐風性が低いです。 

 枝打ちの強度と幹の生長に及ぼす影響については皆さんご承知と

思いますが、樹冠の量と幹の肥大成長の関係が(図-2)に示すようであ

ります。 

 林木の風雪害を回避するためには、樹高に対する樹冠長率を基準に

して、枝打ち間伐を適切に実施して立木密度管理に努める必要があり

ます。 

 会員の皆様の経営林が形質ともに価値が高い林分となるよう祈念し

ます。

図-1 林木の根返り・幹折れ機構（日

本林業技術協会、昭和 49 年 7 月） 

図-2 ヒノキの枝打ち強度と部位ごと

の肥大成長の変化（日本林業技術協会、

昭和 59 年 5 月） 
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カヤの実と材のはなし 

周囲を見渡してみると ･･･ 

                                                        関西育種場 廣野 郁夫 

 

 写真左：与野の大カヤ。旧与野市(現さいたま市)妙行寺の大           

カヤで、関東随一とされる。 

 写真下：カヤ巨木の根部。兵庫県赤穂郡上郡町産。 

     （つやま自然のふしぎ館蔵）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（生活の中のカヤの実） 

 かつての日本の野生児たちは、いつも腹を減らしていて、生活空間にある食べられるも

のは何でも口にしていたから、カヤの実もいいおやつであったに違いありません。生では

尐々苦いものの、アク抜きは面倒であり、そのまま煎っても香ばしく食味は向上します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カヤの果実（関西育種場内）             カヤの種子。個体差が大きい。 

 

 関西育種場にも収集したカヤを１２クローン保存・定植していて、この中には以下の国

指定天然記念物のカヤ５クローン（変種）を含んでいます。 

①果号寺（かごうじ）のシブナシガヤ（三重県伊賀市） 

②高倉神社のシブナシガヤ（三重県伊賀市） 

③庫蔵寺のコツブガヤ（三重県鳥羽市河内町） 
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④熊野のヒダリマキガヤ（滋賀県蒲生郡日野町） 

⑤建屋（たきのや）のヒダリマキガヤ（兵庫県養父市） 

 

 これらは名前からわかるように、いずれもその種子に着目した場合に珍しい特徴を有す

ることから天然記念物となっているものです。 

 具体的には、「シブナシ」とは、種子が乾燥すると渋皮が殻（種皮）内面に付着するた

め、殻を割れば淡黄色の胚乳が（渋皮がないがごとく）露出するとの意で、「コツブ」と

は、種子が仮種皮を含めて小型であるとの意で、「ヒダリマキ」とは、殻の表面にらせん

状の隆起線があることを意味しています。 

 育種場のこれら保存樹は幼齢のため、残念ながらまだ実を付けません。なお、同じく国

の天然記念物として兵庫県篠山市には「ハダカガヤ」の名で、殻が薄くて木質でないため、

仮種皮に直接包まれているように見えるものという変わり者も知られています。 

 カヤの実は最近では口にする人は減りましたが、味は和製ナッツそのもので、山形県や

岐阜県等にはカヤの実を販売（通販にも対応）している例があるほか、カヤの実せんべい

が地域の土産物として存在します。試しにカヤの実を入れたクッキーを焼いてみたところ、

いい味であることを確認しました。 

（注）「ヒダリマキ」はもちろん「左巻き」（上から見て左巻き）で、昔の植物学で主流であった表現で

あり、現在ではこれをＤＮＡの二重らせん構造と同様に「右巻き」と表現するのが一般的になって、やや

こしいことになりました。「ミギマキガヤ」と改名すれば混乱は生じないのですが・・・ 

 

（生活の中のカヤの材） 

 カヤの材は緻密で古くから碁盤・将棋盤の用材として最良のものとして評価されていて、

この点は現在でも変わらないものの、縁のない人にとっては日常生活では目にすることも

ないのが現実です。 

 また、材は古くは仏像彫刻用材とされたほか、水湿にも耐えることから、かつては建築・

造船の最良材で、浴室の材にも使われたと言われていますが、元より供給源として天然性

のものに依存していて、資源量としても決して多くないため、現在では利用事例を見るこ

とさえ難しくなっています。 

 九州の宮崎県は、昔は「日向榧」として、最良の盤材を産し、盤の加工も盛んであった

ためか、端材を利用したカヤの表札がケヤキ（日向のケヤキ？）の表札と並んで普通に販

売されているのを見かけました。 

 こうして、あまり目にしないカヤ材ですが、たまたま、高知駅近くに〝カヤ材の殿堂〟

があることを知りました。それは意外や「前川種苗」の名の種苗・園芸用品の会社の店舗

で、その二階が前川榧碁盤店となっていて、目が眩むほど大量のカヤの碁盤、将棋盤、彫

刻材、まな板、板材をストックした状況を目にしました。カヤ材は既に高級材と化してお

り、大小多量のカヤの板材は工作用の素材としても魅力があり、尐々買いだめしたくなる

誘惑を感じ、とりあえずは用途未定の素材としてまな板を２枚だけ調達しました。 
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大量のカヤ碁盤・将棋盤群。全体の一部。        カヤ材のまな板の板目面 

 

 後ほど知ることになりましたが、google 検索でも、カヤの語と、碁盤、将棋盤、表札、

まな板のいずれかの語を組み合わせて検索すると、ことごとく前川榧碁盤店がトップでヒ

ットします。同社のＨＰでは、「日本一を誇る数千面本榧碁盤、将棋盤の在庫」を謳って

いるのも驚きです。本業との関連に意外性がありますが、真相は同社の会長さんがカヤへ

の思い入れが強いことが背景にあって、カヤの苗木も販売しているほか、自らのカヤの造

林実績もあるとのことです。 

  また、この機会に次の事実を知って驚きました。国内では良質の盤を採材できるカヤの

原木の入手が難しくなっていることは聞いていましたが、中国産のカヤ材の盤が普通に流

通している模様で、この会社でも取り扱っていました。カヤ Torreya nucifera  は日本原

産ですが、中国産のカヤは 中国名「榧樹」のシナガヤ Torreya grandis と思われ、その

材質は日本のカヤとほぼ同様であるといわれています。 

 中国の図鑑（中国樹木誌）では、榧樹の材について、次のように記述しています。 

「辺材白色、心材黄色、紋理直、結構細、硬度適中、有弾性、有香気、不反翹、不開裂、

比重 0.56 、耐久用；為建築、造船、家具等用的優良木材。可種皮可提供取芳香油。」 

 しかし、ここでは碁盤については言及していません。なお、カヤ属は日本ではカヤ 1種

のみですが、中国ではこの榧樹のほか、巴山榧樹（マルミトウガヤ） Torreya fargesii 、

雲南榧樹 Torreya yunnanensis 、長葉榧樹 Torreya jackii の全４種存在するとしていま

す。このうち、材の香気について図鑑で言及しているのは榧樹のみとなっています。 

（注）業界の習慣として、碁盤・将棋盤で「本カヤ（本榧）」という場合は日本のカヤと中国の榧樹の両

方を指していて、「新カヤ」とはどういうわけか米国産の（シトカ）スプルースを指しています。  

 

 国有林の林木遺伝資源保存林でもカヤの木を保存対象のひとつとして保存に努めている

箇所が複数ありますが、カヤは成長が遅いため全国でも造林の実績は極めて尐ない実態に

あります。香り高く、極めて優良なカヤ材の供給が細ってしまったのは事実ですが、屋久

杉と同様にストックは案外豊かである可能性があります。 
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中国湖北省における林木育種事業の現状（３） 

～カミキリ虫に強く、初期成長に優れたポプラの育成について～ 

 

懇話会員 河村嘉一郎 

「湖北省林業局林木育種センター林木育種技術顧問」 

 

 中国湖北省の主要な造林樹種はコウヨウザン（Cunninghamia lanceolata）、

バビショウ（Pinus massoniana）、ポプラ（Populus）、カラマツ（Larix 

kaempferi）、ハンテンボク（Liriodendron tulipifera）、トチュウ（Eucommia 

ulmoides）、サッサフラスノキ（Sassafras varifolium）等です。 

 この中で長江流域の地域等に植栽され、農民の大きな収入源になっているポ

プラに対する中国のカミキリ虫抵抗性育種の研究概要とカミキリ虫に強く、初

期成長に優れたポプラの育成に向けての「国際協力機構技術協力プロジェクト 

日中協力林木育種科学技術センター計画」の実施状況等について報告します。 

 

１ 中国におけるポプラ事情 

 中国とポプラとの係わりあいは

1970 年代に入り、政府の緑化政策

により、国をあげて植林が実行され

たことに始まります。政策の 1 つと

して農地・河川・屋敷等周辺の環境

林「四傍造林」の造成が行われまし

たが、主たる植栽樹種としてポプラ

が用いられました。他の地域への植

栽を加えて現在、ポプラの人工林面

積は約 600 万 ha で、人工林総面積

の 19％を占めています。 

中国に分布する 59 種、35 の変種、114 のポプラ品種の中で、黄河以北では

低温、乾燥等厳しい環境下に適応する白楊系の北方系統が、他方長江流域に代

表される暖温帯地域には、アメリカ、ヨーロッパからの導入種のデルトイデス

系の黒ポプラが主に植栽されています。湖北省ではＩ－63、Ｉ－69、Ｉ－72

等のポプラ品種をイタリアから導入して植栽し、その後はこれらの品種を用い

て交配し、中潜、中嘉、中石、中監等の優良交雑種を創出して、長江沿いの江 

漢平原に植栽されています。 

 このポプラの用材は建築材、合板材、製紙用、マッチの軸、葉は牛や山羊の 

写真 1 道路敷に植栽されたポプラ 
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飼料に、樹皮は薬用に用いられ、また、ポプラの造林は暴風、防砂、保水の効

果で農作物の収量の増加など多方面で人間の生活を支えています。 

 

２ ポプラの虫害被害の状況と対策 

 ポプラにクワカミキリ「桑天牛 Apriona japonica」、シロスジカミキリ「雲

斑天牛 Batocera lineolata」等が寄生し、全国では人工林の植栽面積の 40％

弱、湖北省では 42％で健全な立木の成長、材質の劣化、激害林分では林分全体

が壊滅する等の被害が発生しています。これらの原因は①森林が単一の樹種や

クローン、系統で構成されている、②地理的に生態系が単純である、③特有の

気象条件のため被害の拡散が早く、

防除が追いつかない等が考えられ

ます。総合防除処置としては個々の

害虫に対する人海戦術による成虫

捕殺、卵・幼虫の除去、伐倒駆除、

樹幹への農薬散布、抵抗性のある樹

種の植栽等の措置がとられていま

す。 

 今後の防除技術として、多樹種が

合理的に配置された林分の造成、誘

餌樹の応用、殺虫剤、誘因剤等の開発と抵抗性育種で新品種を選抜育成する等

科学研究の成果を入れながら、大衆に受け入れられる有効な新防除技術の開発

が望まれています。 

 

３ 抵抗性育種等に関する情報  

  最近の抵抗性育種に関する情報として、ポプラに寄生するカミキリムシの主

な種類の生態・生理・分布、品種間での被害実態調査及び抵抗性個体の早期検

定手法や成虫の人工飼育・増殖技術の開発研究が実施され、成果が報告されて

います。①新成虫は 6 月中、下旬に脱出し、活動は夏から初秋まで続き、この

間に雌成虫は枝葉の食害と産卵を繰り返す、②品種によって被害に差異が認め

られ、新彊楊の樹皮は平滑で、帯油性樹皮であるので産卵行動が阻止される傾

向があり、合作楊に比べ被害が尐ない、③白楊系ポプラは葉の裏に蝋質状の柔

毛があり、繊維組織が発達し、薄く滑らかなものは成虫の棲息、摂食、産卵を

阻害するために、被害が尐ない、④健全な幼齢木、老齢木の生立木を食害する

種と枝と幼齢木、枯死木を食害する種は異なる、⑤成長量との関連では、雌虫

は産卵管を樹皮に入れて産卵するが卵・幼虫は 7 月から 8 月の時期にかけて成 

写真 2 カミキリ虫被害材 
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長が良いと締め付けられて死ぬので、この時期の成長状況が問題である。⑥天

敵関連では鳥類、昆虫、微生物について調査が行われています。 

 

４ 初期成長に優れ、カミキリ虫に強いポプラの育成 

 プロジェクトでは江漢平原に適するポプラの

育成を行うため、聞き取り調査を行い、ポプラ

の育種目標は初期成長が良く「１年で樹高は 4

～5ｍ伸びて、胸高直径が 3 ㎝以上太る」、穿孔

性、葉食性の虫害に罹りにくく、枝は尐なく、

単幹通直で繊維長は長く、材色は合板材として

の利用であれば白色が良いこととした。交雑に

よる新品種の育成では、母材にはプロジェクト

で 導 入 し た 、 日 本 か ら ド ロ ノ キ 系 統

（P.maximowiczii）、南京林業大学、中国国内

からのデルトイデス系統（P.deltoides）、既存の

黒ポプラ系の交雑種、在来種等を両親として、

種間、種内の交雑、交雑種と両親の戻し交配を

行った。交配苗木の成育等を調査するため、「ポ

プラ交配Ｆ１検定林」を省内２箇所に 2005 年 3

月に造成し、経過観察を行っています、②導入したクローンの「産地試験林、

適応試験林」を省内に 15 箇所造成し、成長量等の特性調査を行い、初期成長

に優れ、虫害被害の尐ない優良クローンの選抜を行いました。これらクローン

は６大林業重点事業の退耕環林事業等で活用されています。 

 

５ 結び 

 プロジェクトが導入したポプラは江漢平原地域で植栽後５年目で樹高 21m

位の大きさとなり、まさに「オバケ」の様な生育をしています。1 本 1 元で購

入したポプラ苗木は 5 年後には 100～300 元で売り払い出来ます。野菜中心の

耕作であった土地に、ポプラを植えることにより、現金収入は増え、税金を納

めたことの無かった農民が税金を納めることになり、国家は潤い、社会は発展

していきます。このような社会現象を起こす「林木育種力」には敬服です。 

写真 3 導入されたポプラの試験林 
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剣山に自生するシコクシラベの収集・増殖経過(林木のジーンバンク事業) 

                            関西育種場 山本 範廣 

シコクシラベは、四国に分布しているマツ科モミ属の常緑針葉樹で、分布域は石鎚山系、

笹ヶ峰、剣山系の標高 1，700m より上部の極限られた領域に自生しています。 

高知県及び徳島県では絶滅危惧Ⅱ類に指定されている貴重な樹木です。 

森林総合研究所林木育種センター関西育種場では、絶滅に瀕している貴重な樹木を後世に

残すため、林木のジーンバンク事業を行っており、四国森林管理局、徳島森林管理署及び

徳島県の協力を得て衰退化しているシコクシラベの増殖を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 剣山のシコクシラベ          写真 2 剣山での採取  

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3 つぎ木後の現状             写真 4 つぎ木後の養苗  
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